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【主催】 　　　　　　　　　（（公財）おかや文化振興事業団）
　　　公益財団法人 日本交響楽振興財団
【時間】 午後3時30分開場  午後4時開演
【会場】 大ホール
【チケット】 全席指定 一般4,000円（ソサエティ会員3,600円）
　　　　 小中高生1,000円　※未就学児は入場不可
【曲目】 ビゼー：歌劇《カルメン》前奏曲／ロドリーゴ：アラ
ンフェス協奏曲（ギター独奏：パク・キュヒ）／ファリャ：
バレエ《三角帽子》より第2組曲／ラヴェル：ボレロ

インフォメーションインフォメーション
〈岡谷市文化会館〉

TEL 24-1300 FAX24-1412

発売中

発売中

11月1日（日） 午後4時開演

Vol.1  11月7日（土） 午後2時開演
ピアノ音楽の移りかわり～楽器の発展とともに～
Vol.2  11月28日（土） 午後2時開演
はじめてのピアノ・トリオ～組み合わせの魅力～

新日本フィルハーモニー交響楽団
はじめてのクラシックシリーズ♪
レクチャー付きコンサート

　隔年開催の「緑と湖のまち音楽祭」
が、８回目を迎えます。盛りだくさん
にお届けする公演メニューのなか、世
界を舞台に活躍する女性指揮者三ツ
橋敬子とギター界の逸材パク・キュヒ
が豪華共演を果たす本公演は、必聴
中の必聴プログラム。共演の少ない2人の演奏を、岡谷
で楽しめるまたとない機会です。哀愁漂うギターの音色
が美しい《アランフェス協奏曲》や、新日本フィルのメン
バーの妙技を楽しめる《ボレロ》など、スペインを舞台に
した情熱的な名曲ぞろいで、カノラホールが興奮の渦
に巻き込まれること必至…このコンサート、熱いです！！

　音楽評論家の真嶋雄大を迎え、“取っつきにくい”
ジャンルと言われがちな、クラシック音楽の魅力を
全２回でご紹介します。解説つきコンサート第１回
は、ピアノ音楽をテーマに、ベートーヴェンやラフ
マニノフの有名曲を演奏し、第２回はピアノトリオ
（室内楽）をテーマに、ショパンなどの名曲を演奏
します。それぞれ美女たちの演奏にも注目です。
クラシックファンのみならず、クラシックは敷居が
高くて…というみなさん、ぜひお越しください。

【主催】 　　　　　　　　　（（公財）おかや文化振興事業団）
【時間】 午後1時30分開場  午後2時開演   【会場】 小ホール
 Vol.1【出演】 真嶋雄大（解説）・冨永愛子（ピアノ）
　　　　【曲目】 ベートーヴェン：ピアノソナタ第８番「悲愴」
　　　　　　　ラフマニノフ：ヴォカリーズ　ほか
 Vol.2【出演】 真嶋雄大（解説）・礒絵里子（ヴァイオリン）・
　　　　　　新倉 瞳（チェロ）・高橋多佳子（ピアノ）

　　　 　【曲目】 エルガー：愛の挨拶
　　　　　　　ショパン：ノクターン第２番変ホ長調　ほか
【チケット】 全席自由 一般2,000円（ソサエティ会員1,800円）
　　　　 小中高生500円
　　　　　お得なセット券（２回分）  
　　　　　一般3,000円（ソサエティ会員2,700円）

ⒸWalter Garosi

Ⓒ堀田力丸

ⒸK.MIURA

　
申
込
み
・
問
合
せ
●

　
や
ま
び
こ
公
園
管
理
事
務
所 

☎
２
２-

６
３
１
３

や
ま
び
こ
公
園 

８
月
の
行
事
予
定  

♣
自
然
ふ
れ
あ
い
体
験
会

日
時…

８
月
１
日（
土
） 

午
前
10
時
〜

場
所
…
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば

内
容…
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ア
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。
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０
０
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８
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績
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指揮：三ツ橋敬子

解説：真嶋雄大

ピアノ：冨永愛子

ギター：
パク・キュヒ

新日本
フィルハーモニー
交響楽団
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「手藝図案集」
1928年

「新しい刺繍図案」
1925年　

タイトルなし　1960年　（キンダーブックに掲載）

　

武
井
武
雄
生
誕
１
２
０
年
を
記
念
し
、

日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
武
井

武
雄
の
世
界
展
」
が
、
巡
回
終
盤
を
迎

え
る
な
か
、
同
企
画
に
リ
ン
ク
し
、
昨
年

11
月
号
か
ら
掲
載
し
て
き
た
「
い
る
ふ
の

扉
4
」
も
、
と
う
と
う
最
終
回
と
な
り

ま
し
た
。
…
と
い
う
わ
け
で
今
回
は
、
武

井
作
品
に
日
々
接
し
て
い
る
イ
ル
フ
童
画

館
ス
タ
ッ
フ
…
山
岸
吉
郎
館
長
、
小
平
寛

係
長
、
河
西
見
佳
学
芸
員
、
齋
藤
正
恵

学
芸
員
の
4
名
が
、わ
た
し
の
好
き
な「
武

井
武
雄
」
を
、
専
門
家
と
し
て
、
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
締
め
く
く
り

ま
す
。

小
平「
童
画
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
版
画

家
、
造
本
家
と
し
て
も
一
流
、
多
才
な
人

で
す
が
、
わ
た
し
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
武
井
武

雄
が
い
ち
ば
ん
気
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
と

「
新
し
い
刺し

繍
し
ゅ
う

図
案
」と「
手
藝
図
案
集
」の

2
冊
を
示
し
…
「
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
い

◆ 

わ
た
し
の
好
き
な
「
武
井
武
雄
」

3

ま
見
て
も
、

ま
っ
た
く
古

さ
を
感
じ
ま

せ
ん
。
こ
の

セ
ン
ス
、
お

し
ゃ
れ
感
、

す
ぐ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
力
が
、
童
画
や
版
画

や
刊
本
作
品
制
作
な
ど
、
武
井
の
す
べ
て

の
表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

図
案
だ
け
で
な
く
、
文
字
の
デ
ザ
イ
ン（
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
）も
、
と
て
も
モ
ダ
ン
で
す
」

山
岸
「
手
描
き
の
す
ば
ら
し
さ
が
際
立
っ
て

い
ま
す
。い
ま
こ
れ
を
、ノ
ー
ト
や
レ
タ
ーヘッ

ド
に
し
た
り
、
洋
服
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
、

す
ご
く
し
ゃ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
ね
」

館
長
の
太
鼓
判
を
合
図
に
、
河
西
さ
ん
へ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

河
西「
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
た

童
画
で
す
。
虫
た
ち
の
商
店
が
湖
を
囲
ん

で
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
電
気
屋
、
ク
モ
の

レ
ー
ス
店
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
床
屋
、
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
の
貸
し
ボ
ー
ト
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
運

送
屋
…
こ
の
擬
人
化
と
ユ
ー
モ
ア
が
た
ま

り
ま
せ
ん
。
自
然
界
で
は
、
捕
食
し
た
り

さ
れ
た
り
、
敵
に
な
る
虫
も
、
こ
こ
で
は

楽
し
そ
う
で
、
こ
れ
は
、
誰
と
で
も
仲
よ

く
し
よ
う
ね
！
と
いっ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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ア
リ
と
キ
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ギ
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館
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い
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品
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ホームページアドレス http://www.yamazaki-gakuen.ac.jp/

平成28年4月入園の説明見学会平成28年4月入園の説明見学会

理事長　山崎 正彦
園　長　水野 礼子
理事長　山崎 正彦
園　長　水野 礼子学校法人 山崎学園

ヤコブ幼稚園 岡谷市上の原262-2  TEL 22-2618 聖母幼稚園 岡谷市大栄町2-3-26  TEL 22-5090

充実した教育設備を見学いただき、教育内容をご説明いたします。
3歳入園の親子の方、ご来園をお待ちしております。
※詳細は各幼稚園にお問い合わせください。

●ヤコブ幼稚園  8月27日（木）午前10時より
●聖母幼稚園　 8月31日（月）午前10時より

上の原団地
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刊本作品 No.59
「人魚と嫦娥」1966年

表紙

イ
ソ
ッ
プ
物

語
を
意
識
し

て
？
…
な

ど
、
想
像
が

か
き
立
て
ら

れ
ま
す
。
見

る
人
に
よ
っ
て
解
釈
が
違
っ
て
、
物
語
が

ふ
く
ら
む
と
思
い
ま
す
」

山
岸「
キ
リ
ギ
リ
ス
は
、音
楽
を
奏
で
て
い
る
。

社
会
に
は
、
芸
術
だ
っ
て
必
要
だ
よ
、
と
武

井
が
描
き
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
」

続
い
て
、
齋
藤
さ
ん
が
、
１
冊
の
本
を
め

く
り
始
め
…

齋
藤「
昭
和
16
年
に
刊
行
さ
れ
た「
愛
蔵
こ

け
し
図
譜
」
で
す
。
こ
れ
は
、
武
井
が
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
あ
え
て
消
し
、
克
明
に

こ
け
し
を
写
し
取
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、

3
年
が
か
り
で
60
枚
制
作
し
た
版
画
の
本

で
、
物
資
が

欠
乏
し
、
統

制
が
厳
し
く

な
っ
た
時
代

に
、
よ
く
も

こ
の
ク
オ
リ

テ
ィ
に
…
と

感
心
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
こ

け
し
の
解
説

に
も
、
深
い

洞
察
力
が
に

じ
み
出
て
い

て
、
玩
具
研

究
者
と
し
て

の
武
井
の

目
と
情

熱
が
伝

わ
っ
て
き

ま
す
。
構

図
や
背
景

の
配
色
な
ど
に
は
、
武
井
ら
し
さ
が
あ
ふ

れ
て
い
て
、
心
が
躍
り
ま
す
」

さ
て
、
ト
リ
は
館
長
の
い
ち
お
し
…

山
岸
「
今
回

は
、
大
人
の

情
感
に
訴
え

る
刊
本
作
品

を
選
ん
で
み

ま
し
た
。「
人

魚
と
嫦

じ
ょ
う

娥が

」

で
す
。
人
魚
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
、
貝
の

螺ら

鈿で
ん
で
す
よ
！
繊
細
な
美
し
さ
が
、
人
魚

の
は
か
な
さ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
よ
ね
。
と

く
に
こ
の
ペ
ー
ジ
の
人
魚
で
す
が
、
両
手

を
挙
げ
た
歓
喜
の
ポ
ー
ズ
と
は
裏
腹
に
、

何
と
も
い
え
な
い
悲
哀
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
小
川
未
明
も
そ
う

で
す
が
、
切
な
い
人
魚
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

は
、ぐ
っ
と
き
て
し
ま
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
、

妖
精
ミ
ト
を
心
の
友
と
し
て
い
た
武
井
で

す
か
ら
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
を
信
じ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
の
世
界
に
は
、
人

魚
も
ま
た
、
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
人
魚
」
と
い
う

作
品
で
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
雰
囲
気
の

人
魚
も
描
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
驚
く

べ
き
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
！ 

…
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
魔
法
を
く
り
だ
し
て
、
わ
た
し
た
ち

を
夢
の
世
界
へ

連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
、
武
井

は
、や
は
り「
ラ

ム
ラ
ム
王
」
で

す
ね
」

小平「童画家以外の武井の
顔、引き出しの多さを、ワー
クショップなどで、伝えてい
きたい」
齋藤「おかやの人で、武井
を知らなかったら、もったい
ない！…地元の人の目にもっ
とふれるよう工夫します」
河西「おかやの子どもたちと、
武井を共有したい。もっと、
武井を勉強しなくちゃ！」
山岸「子どものうちに武井と
出会えるのは、とても幸運な
こと。本物の芸術を味わう
力を養いましょう」

「こけし三枚錦絵」1980年
小平「レースの縁どりは、まさに武井のセンス」

嫦娥とは、月に住む仙女の名（中
秋節にまつわる中国の古い伝
説）。転じて美しい満月もさす

下：館長いちおしのカット
輝く螺鈿が月明かりを思わせる

河西「バックに赤とか…この
色づかいが画家です！」


